
豊島区ビデオ広報

作品内容

1984年、豊島区目白にスタジオをもっ3人の鐸踊家

が、餐踊文化の向上と、一般への普及をめぎして『目 工

白人の会』を結成しまし九 3人とは、日本錘踊の

花柳千代き<、現代舞踊の芙一住じ)三枝子さん、そし

てクラシックバレエの小林紀子さん花柳さんと芙二

さんは、ともに紫綬褒章受章者、小林さんも現役時代

は日本を代表するプリマバレリーナの一人皆、それ

ぞれの分野で超一流の餐踊家でナ

1986年からは、豊島区及び豊島区教育委員会がその活動を後援し、毎年1回、区民の皆きんへ

向けての錘踊普及公演走続けてぃます

ま九、その活動は豊島区内に留まることなく、地方へも広がています栃木哩教育委員会か

依頼本受けて実施ししいア中学校巡回公演』がその代表的な例でナ

踊りはすべての人のものが活動の基本理念。「芸術家やその関係者たちだけの特別なものと

も、先入観を取り払い、踊りがもっ本来の楽しさ・美しさを人でも多くの人に理解してもらい

ナいと願う目白人の会の原点は、自分大ちの

スタ"オに地域の人々を招待することでしたY

各方面から注目を浴び、大きく飛躍しつつぁる今、

もう度原点ι」戻ってみよう」と、 1991年12月、 5

年ぷりし、スタジオ公演を企画しました

, 踊り手と観客とが文字どおり膝を交えての小さな挺

台 しかし、その小さな空問には、途方もなく大きな

可能性と3人の情熱が凝縮されているのです
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